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平成２６年度組織拡充大会
-三島第５団の事例-

スカウトも指導者も楽しめる団活動を目指して

2014年5月17日
東部ブロック 三島地区
三島第５団 副団委員長

上條 猛
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三島第５団（三島地区）
１９６２年 結成団 地域団として活動開始
２０１２年 ５０周年
２０１３年 静岡県連盟たちばな賞金賞
５月現在：スカウト ８７名、隊指導者 ２７名、団委員 １４名 計 １２８名
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スカウト・指導者数の推移（平成1７年～)
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指導者年齢構成（平成26年)

隊指導者 団委員

20代 4 0

30代 4 1 

40代 10 3 

50代 7 6 

60代以上 2 4 

合計 27 14 

45周年
↓
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指導者の男女比の推移（平成1７年～)
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女性指導者

男性指導者

女性指導者 7 6 8 8 7 7 9 10 11 11

男性指導者 10 11 10 11 9 11 10 10 9 10

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

指導者：
隊長＋副長

H26構成 男 女 計

ビーバー 4 5 9

カブ 18 8 26

ボーイ 19 13 32
ベンチャー 4 4 8

ローバー 8 4 12

計 53 34 87



2014.5.17 平成26年度組織拡充大会 5

上進状況 (BVS,CS,BS)

上進率（％） 退団理由

平成22年 81.5
家庭の事情(BVS)
スポーツ少年団(CS)、勉強(CS)
受験(BS)、高校の勉強(BS)

平成23年 80.8
スポーツ少年団(BVS)
親の転勤(CS)、活動に合わない(CS)
受験(BS)、高校の勉強(BS)

平成24年 88.9 スポーツ少年団(CS)、習い事(CS)

平成25年 80.8
親の転勤（BVS）
スポーツ少年団（CS)、家庭の事情（CS)

中途退団を減らすには：
親に働きかけ、スカウト活動への理解を深め意識を変えてもらうことが重要
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組織拡充に向けた団の取り組み
結団４５周年時、団委員長から指導者へのメッセージ発信

「結団５０周年ではスカウト１００人体制にしよう！」

三島第５団の組織拡充サイクル・イメージ
「団組織が機能することで、各隊で魅力的なプログラムが展開でき、活

動も安定する。勧誘は口コミを主体に実施する」

各隊指導者が保護者に口コミによる勧誘を依頼

スカウトの親が安心して口コミで友人等を勧誘

見学に来た親も安心して入隊を考える

スカウトは当団での活動を続けたいと想う

① 中途退団を減らし新入スカウトを増やすために何をすべきか？

② スカウトが入隊する勧誘方法として当団には何が適しているか？
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組織拡充に向けた団の取り組み

「団組織が機能」
「魅力的なプログラム展開」
「安定した活動」

のために・・・
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隊指導者の意識を高める（変える）

新入スカウトの勧誘：保護者同士の口コミを中心に据える

BVS隊長：毎年１０人入隊目標

口コミがうまくいくためには（スカウト勧誘の視点から）
• 保護者との信頼関係構築を常に意識

• 保護者との信頼関係構築（プログラムを通じて）

- スカウトのむこうにいる保護者へのアピールを常に意識した

プログラム作り

- 連絡方法（スカウトを通じて＋直接連絡できる体制）

• 保護者との信頼関係構築（コミュニケーションを通じて）

- オープンなプログラム（バザー等）話しやすい機会の活用

- チャネルの工夫：デンリーダー・補助者 ⇔ 保護者

副長・隊長 ⇔ 保護者
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口コミの事例
ケース１

• ある親御さんが、子供が子供会には入らなかったので、何かやらせようとたまた
ま、ボーイスカウトを選択

• 入隊させてみて、すごくいい活動だと思ったので周りの親御さんに声を掛けてく
れた

• そして、入隊して来た同じような思いの親御さんがまた同じように勧誘してくれた

• その後、最初の親御さんは隊指導者を務めてくれた

ケース２
• 三島の中でも少子化で子供の人数が減り子供会をなくす地域が増えている

• 学校から帰えると近所で遊ぶ仲間が居ない

• 子供も親御さんも野外で仲間と遊ぶ場所を探している

• 親御さんが人伝てにボーイスカウトの話を聞きつけ、友達同士で誘って入団

隊指導者の感想：BVS隊の場合は、親御さんが仲間と楽しく遊んでいる子供を見て
いるのが安心ではないかと思います。隊指導者としては親御さんが子供を預けて安
心できるスタンスと活動を持っていなければならないと思います。
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団の組織力を高める <団委員会>

隊指導者の研修所・実修所への参加推進

隊長を支援する体制構築：隊指導者養成

隊指導者を支援する体制構築：団委員確保

女子スカウトの支援：女性隊指導者（隊長・副長）の充実

• 平成26年度女性指導者（隊長＋副長）比率52%

• 全隊に展開

隊指導者・団委員の交流・親睦

その他の組織拡張の活動：次ページ
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スカウトの募集方法
ホームページ委員会<団委員＋隊長>

体験入隊：随意<隊長>

案内所設置<団委員>

• 募金：BVS隊の近くで展開
• 市イベント
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正しいスカウティング
（楽しいプログラムの展開・隊運営・団運営）

隊長：「スカウトの教育目標に合った＋楽しい」プログラムを

スカウトに提供

• 保護者によるプログラム委員会の運営(CS)他
• 班制度・プログラムサイクルの実践

団委員会：団運営、インサービス・サポート

• 隊指導者の支援
• 隊プログラム実施に必要な団委員

（要員・スキル）・資材の調整

指導者自身の自己実現につながるプログラム企画

• 特にCS副長、DLの個性を引き出す工夫（企画の担当他）
• 隊・団指導者もスカウティングを楽しむ工夫（役割・訓練・交

流・懇親・・・）
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今後の展開（検討中の新たな取り組み）

広報活動の推進
• ホームページの発信力向上

• 地元町内会での私設掲示板設置

• 市広報誌の活用

• 若い世代の多い地域での出張隊集会

育成会の組織力向上
• 部門内会員の連携推進

• お父さんの活動への参加促進

• OB/OG会の結成準備
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中途退団を減らし新入スカウトを増やすためには
• 「団組織が機能」し「魅力的なプログラム展開」ができ
る「安定した活動」を目指していることが重要

• 「隊指導者の意識を高め」
「団の組織力を高め」
「正しいスカウティング」 地道な実践

• 団と保護者との信頼関係醸成
• スカウティングを楽しむスカウト・指導者

• 安心感に基づく保護者間の口コミによる勧誘
• 当団で活動し続けたいと想うスカウト
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ご静聴ありがとうございました

故 星山貞夫氏（初代団委員長）


